
 

■岡山駅には、ＪＲ西日本の 

山陽本線（瀬戸―笠岡 56.4㎞）  

瀬戸大橋線（岡山―児島27.8km）  

宇野線（茶屋町―宇野 17.9km）  

伯備線（倉敷―総社 10.7km）  

吉備線（岡山―総社 20.4km）  

赤穂線（東岡山―日生 35.3km） 

津山線（岡山―玉柏 7.5km）  

  8方面 176.0km路線が乗入れ 

岡山電気軌道（4.7km）  

水島臨海鉄道（11.2km） 

井原鉄道（清音―井原 27.1km）      

はいずれもレール幅は 1067mm

幅で、相互乗入れが可能、総延長２１９．０ｋｍ。 

■これは既に、世界一のドイツのカールスルーエの路線網（13 路線、トラム 63.3km＋直通運転 290 ㎞）

に継ぐライトレール（LRT）ネットワークなのであるが、意識されていない。人口７０万人超の岡山市と

５０万人超の倉敷市は、お互いに廻り合う「連星都市圏」を形成し、さらに周辺の総社市・玉野市・赤磐

市・瀬戸内市・備前市・浅口市・笠岡市・井原市など、福山都市圏、マリンライナーで繋がる高松都市圏

を含めて、通勤圏でいえば、人口２５０万人の都市圏を形成している。日本有数の都市圏なのである。 

■しかもこの連星都市圏には、瀬戸芸で注目された

「瀬戸内海」の美しさがある。晴れの日が多く、スカ

イスポーツやマリンレジャーにも最適。都市郊外には

豊かな農地と自然が広がり、殺伐とした大都市圏にな

い魅力に溢れる。さらには吉備路に代表される古墳群

など、古くからの文化的伝統と物語を持ち、新しい都

市文化を育む上での材料にも富んでいる。 

■ライトレール（LRT）とは、 

「路面電車・都市近郊鉄道＋都市計画＋交通連合」 

人と環境にやさしいトランジットモデル都市をめざして RACDA 
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ライトレールで繋ぐまち 

岡山・倉敷 連星都市圏 



① 岡山・倉敷「連星都市圏」を繋ぐ 

② 県南広域コンベンションゾーンを繋ぐ 

③ 学都「連星都市圏」を繋ぐ 

④ 医療福祉「連携都市圏」を繋ぐ 

⑤ 瀬戸内海（瀬戸芸）吉備路を繋ぐ 

既存の交通網をそのまま生かし、最小限の投資で、それぞ

れのサービスレベルを上げれば、大都会並みの交通環境

を作れる。 

 

 

■吉備線ライトレール（LRT）も連星都市圏の魅力をアッ

プし、同時に通勤通学にも便利な交通を作る一環である。

JR 路線網の威力を生かすには、南北方向のバス路線、駅

からの循環バス路線が必要である。既にある公共交通で

結ばれた岡山倉敷連星都市圏は、それぞれの都市の魅力

を十分に引き出す可能性がある。 吉備線で想定 ３連接福井 FUKURAM 


